原稿種別（論考，研究動向，反論）
タイトル（フォントは10.5のままでよい）
―副題がある場合は副題をダッシュで囲む―

　名前（採否が決定するまでは空白のまま提出する）

これは論考，研究動向，反論を執筆する際のテンプレートです。ここに上書きすることで，自動的に投稿規定に示されたページ設定になるよう設定されています。以下，書式の例となるように，執筆の方法について記述してありますのでご参照ください。

日本語の書体は，MS明朝を選択してください。MSP明朝のように字間調整機能をもつフォントは字数が変わってくるため使用しないでください。ボールド（太字）機能も使用しないでください。また，英文の書体は，Times New Romanを選択してください。２桁以上の数字はTimes New Romanの半角で表記してください。日本語で半角数字を挿入するときは，自動でCenturyが選択されることが多いので，気をつけてください。
本文，注，引用・参考文献のフォントサイズは10.5です。

１．ページ設定について

１．１　テンプレートについて

本文は９行目から開始する。本文の分量上限はテンプレートの書式（23字×35行×２段）で『音楽教育学』の論考は８ページ以内，研究動向は10ページ以内，反論は３ページ以内となっている。このテンプレートに上書きすることによって印刷イメージが明確になるため，印刷時のトラブルを減らすことができる。なお，左余白にある番号は「ページレイアウト」「ページ設定」タブの「行番号」を選択して消去できる。

１．２　執筆要領について

　執筆にあたっては，最新の学会誌巻末に掲載された投稿規定，および，HPからダウンロードすることができる「執筆の手引き」を参照されたい。
２．執筆例

２．１　文中での引用文

引用の例を示してみよう。

櫻井雅夫（1998）が述べているように，「最後まで記述方式が統一されている必要がある」（p. 71）。このように，短い引用文の場合には文中に引用符で組み込んで示し，長い引用の場合には，前後１行と左端を１字下げ，次のように記載する１）。

長い引用をこのように処理すれば，本文とはっきり区別できる。それゆえ書き手による文章でないことは一目瞭然なので，引用符は必要ない。（ウィンジェル 1994, p. 72）
「執筆の手引き」に学会誌の標準的な書式について記載しているが，手引きと異なる書式を用いる場合でも，最後まで統一した執筆法によって読者にわかりやすい文面にしていただきたい。
２．２　【注】と文末の文献一覧表

【注】は，本文に「１）」のように通し番号を付し，

説明は本文末尾に文末注としてまとめて示す。

【引用・参考文献】については，上記のように文中に示しておき，まとめて文章の末尾に欧文はアルファベット，和文（翻訳書も含む）はアイウエオ順で一覧表にする。翻訳書の場合，原書の発行年ではなく，翻訳書の出版年を（　）内に記載する。
【注】

１）引用文の扱いはさまざまあるが，読者にわかり　　

　やすくするために，日本音楽教育学会ではこの方　

　式で誌面の統一をはかっている。

【引用・参考文献】
ウィンジェル，リチャード　J.（1994）『音楽の文　

　章術―レポートの作成から表現の技法まで―』宮　

　澤淳一・小倉眞理訳，春秋社．
櫻井雅夫（1998）『レポート・論文の書き方　上級　　

　改訂版』慶応義塾大学出版会．
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